
市内に、97歳で元気に活動されているパワフルな
人がいることを知っていますか。40代、50代の人と
椅子やボールなどを使った運動を、自分のできる限り
の範囲でこなしています。
元気の秘けつをインタビューしました。

■Ｑ　始めたきっかけは？
■Ａ　58歳頃、女学校のクラス会で久しぶりに再会し
た先生に、こまめに体を動かすことを勧められました。
家の中でお裁縫をしているだけではだめだと思い、体
を動かすことを始めました。あれから約40年、継続
して体を動かすことで、今でも元気に活動できていま
す。

■Ｑ　健康の秘けつは？
■Ａ　食生活での健康の秘けつは、野菜や肉、魚などを
バランスよく食べることです。よくかむことで、脳が
活性化されるのだと思います。
生活面での健康の秘けつは、毎日朝早く起き、近所

の小学校の周りを散歩することやラジオ体操をするこ
とで、定期的に体を動かすことです。それに加えて、
短歌をたしなむことで頭の体操にもなっています。体
力を回復するのに睡眠も大切なので、質のいい睡眠が
できるように心がけています。
バランスの良い食生活も運動も、若いうちから始め

て継続することが何よりも大事だと思っています。

■問　スポーツ課　☎48－5311

いつまでもパワフルに 健康でいるために

新川実年体操クラブ
随時見学・体験可能です。気軽に参加してください。

椅子体操（ボールやチューブを使った軽体操）やヨガマ
ットを使ったストレッチを行います。
■時　毎週水曜日　9時30分～11時
■所　へきなん福祉センターあいくる
■講　NPO法人アイディアC体創協会
■￥　2,000円／月
■持　運動のできる服装、室内シューズ、ヨガマット、水
筒など

■申　新川実年体操クラブ
鈴木　☎41－6893

あなたも一緒に運動をして
健康寿命を延ばしましょう！

△廣瀨いつ子さん（97歳）
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人も猫もおだやかに暮らせる
まちづくりをめざして

人も猫もおだやかに暮らせる
まちづくりをめざして

■問　環境課ごみ減量係　☎95－9899
まちの中には、猫が好きな人も苦手な人もいます。野良猫や飼い猫による
トラブルは、地域の環境問題としてとらえ解決していくことが大切です。

地域猫活動を知っていますか？
猫の繁殖制限・餌・ふん尿などの適正な管理を行いながら、野良猫の数を
減らしていく取り組みを地域猫活動といいます。

地域猫活動の「TNRM」
TRAP（捕獲して）
NEUTER（不妊去勢手術をし）
RETURN（元の場所に戻し）
MANAGEMENT（管理する）

不妊去勢手術後の猫は、片耳が桜の花びらの形の「さくら耳」をしています。

こんにちは。市民病院手術室スタッフです。手術室には常勤麻酔科医1人と看護師23人、看護助手7人が在籍し
ており毎日元気に手術運営をしています。手術は年間約2,000件、外科、整形外科、産婦人科、口腔外科など多岐
にわたる手術を行っています。
手術を受けるということは、ほとんどの患者様、その家族にとって未知の領域であり不安なものと思われます。
その漠然とした不安を理解し患者様が少しでも安心して手術が受けられるようにスタッフ一同取り組んでいます。
安心して手術に望んでもらう取り組みと
して、手術を受けられる患者様への術前訪
問を行っています。手術室への入室から退
室までの流れを伝え、患者様や家族からの
質問などに看護師が直接答えます。また、
麻酔科が携わる手術の前には、麻酔科診察
といって麻酔科の医師と看護師が麻酔に必
要な診察や問診をします。その際、麻酔で
不安なことなどは直接麻酔科医へ質問する
こともできます。
市民の皆さんには、市民病院の中でもな
じみのない隠れた部署だと思います。皆さ
んと私たちが顔を合わせないことが一番い
いとは思いますが、もし自分自身や家族が
手術される場合は、誠心誠意努めます。手
術に対して不安なこと困っていることなど
は気軽に申し出てください。

こんにちは。市民病院手術室スタッフです。手術室には常勤麻酔科医
ており毎日元気に手術運営をしています。手術は年間約

ハナちゃん通信
市 民 病 院 手術室ってどんなところ？

■問　市民病院管理課　☎48－5050

△さくら耳の猫

地域猫活動の手順と効果

トラップ

ニューター

リターン

マネジメント

猫トイレの設置と管理
衛生的な餌場の管理
不妊去勢手術

手順

お腹を空かせて、ごみをあさることがなくなります

効果

民家の庭などにふん尿をすることがなくなります

子猫が産まれず、地域の猫の数を徐々に減らすことができます

5


